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ク ワ コ ナ カ イ ガ ラ ヤ ド リバ チ の 産 卵 数

お よび寄主令期 選択性 について*

梶 田 泰 司

Studies on the utilization of natural enemies as  "  biotic 
   insecticides." On the number of eggs deposited 

     by Pseudaphycus malinus Gahan and its 
                 host selection 

              Hiroshi Kajita

クワコナカイガラヤ ドリバ チPseudaphycusmalinus

Gahanは クワコナカイガラムシPseudococcuscom-

stockiKuwanaの 幼虫,蠕,雌 成虫 に寄生 する.予 備

調査 において,こ のハ チに寄生 され たカイガ ラムシが

変形 してで きるマ ミーの大 きさはハチが寄生するとき

のカイガラムシの発育程度 と関連性があ り,ま た1つ

のマ ミーか ら羽化す るハチの頭数 は大 きなマ ミーほ ど

多 くなる傾向のあることがわかつ たので,今 回はハチ

の産卵に及ぼすカイガ ラムシの休の大 きさの影響を知

ろうとした.す なわち,1963-65年 に1令 か ら成虫ま

での カイガ ラムシに寄主 させ た場合の仔 のハチの産卵

数および寄主 令期選択性 として 同一容器内に2つ の異

なる令川のカイガラムシを同数入れた場合 の令期別 に

見た産卵数お よび 令期別に見 た寄生率につ いて調査を

行 なつ た.な お,こ こでい う蛹は雄のみに限つた.

本文に入 るに先だち,日 頃御指導を賜つてい る九州

大学農学部安松京三教授,平 嶋義宏助教授 に厚 くお礼

申 し上 げる.ま た一部の実験の遂 行に多大の便宜 を与

え られ た武田薬 品工業株式 会社関係各位 に感謝の意 を

友する.

実 験 方 法

異なる令期の寄主か ら羽化 したハチの産卵数

!-3令 および雌成虫の カイガラムシか ら羽化 した

ハ チを,羽 化後24時間 以 内に,内 径1.5cm,長 さ15

cmの 試験管 に1頭 ずつ収 容 し,こ れに食餌 として稀

釈 しないハ チ ミツを与え,さ らに72時 間毎に健全 な

3令 雌カイガラムシを10頭 入れた.調 査 はそれ ぞ れ

30頭 について行なつた.所 定時間ハチに接触 させ たカ
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イガラムシは直 ちに顕微鏡下 で解剖 して体 内に産み こ

まれた卵の数を調べた.ま た,同 時 にハチの生存 日数

および体長の指標 としてハチの前翅 の長 さを調べ た.

なお,ハ チの産卵 は25℃ の恒温器 内で行 なわせ,供

試のハチ とカイガラム シは実験室 内で累代飼育 を行な

つて きたものであ る.

試験管内におけ るハチの寄主令期選択性

内径1.5cm,長 さ15cmの 試験管 に大 きさのほぼ等

しい羽化後12時 間以内の雌のハチ1頭 と2つ の 異 な

る令期のカイガラムシを5頭 ずつ,合 計10頭 入れ,ハ

チの食餌 としてハチ ミツを与えて,こ れを25℃ の恒温

器に48時 間放置 した.その後 カイガラムシを取 り出 し

て顕微鏡で解剖 し,体 内に産み こまれたハチの卵数 を

カイガ ラムシの令期別に調べ た.そ の他の令期の カイ

ガラムシの組合わせ に つ い ても上 と同 じ方法 で行 な

つた.な お,1令 および2令 のカイガラム シでは雌雄

は明 らかでないので,そ の区別 はしていない.調 査 は

各 区25回 行 なつた,供試 のハ チおよびカイガラムシは

実験室で累代飼 育を行 なつて きた ものであ る.

大型ガラス筒におけるハチの寄主令期別産卵数

内径17cm,高 さ24cmの ガラス筒 内に,1令のカイガ

ラムシの場合は約250頭,そ の他の令期の場合 は約450

頭 のカイガ ラムシを定着 させ たカボチ ャ1個 を入れ,

そ こ に羽化後12時 間以内の雌 のハチをカイガラムシ

3に 対 して約1の 割合で放 した.なお,3令 および成 虫

の カイガラムシを供試するさいには,蝋 を一応取 りの

ぞいたが,そ れで も見 落しがあつたために多少のマ ミ

ーが形成 された.ハ チは通常蠕には1-2個 しか産卵

しないので,成 虫を供試 した際に形成 された蠕 のマ ミ

ー-24個 は実験誤 差と して除外 した.供試のハチお よび

カイガラムシは実験室で累代飼育を行なつてきたもの



であり,いずれの実験 も25℃ の恒温室で行 なつた.A

実験:ハ チはカイガラム シに24時間 接触 させ た 後 に

取 りのぞ き,寄生 されたカ イガラムシを25頭 解剖 して

体 内に産み こまれた卵数を調べ た.B実 験:ハ チは放

飼 してか ら24時 間後に取 りのぞ き,カイガラムシはカ

ボ チャにつけたまま別の同 じ大 きさのガラス筒に移 し

た.ガ ラス筒の上側はハチが侵入 しないように上か ら

布でおおつて マ ミーが形成 され るまで放 置した.実 験

はそれぞれ2区 ずつ行 なつ たが,各 区のマ ミー数 を算

出した後 は,両 区のマ ミーを混合 し,そ の中か ら任意

Table 1. Total number of eggs deposited by an offspring parasite which was 

       emerged from the host scale of different developmental stage.

Developmental stage of 
host scale attacked by 

  parental parasite 

    1st instar 
   2nd instar 
   3rd instar 

   Adult female

Fig. 1. Difference of  number of eggs deposited (lower figure) and parasitism 

    (upper figure) by a single parasite on host scales of two different deve-
     lopmental stages.



に25個 のマ ミーを選 び,そ れ らを1個 ずつガ ラス管 に

入れて,マ ミーか ら羽化 したハ チの頭数を調べた.

実 験 結 果

異 なる令期の寄主か ら羽化 したハチの産卵数

第1表 に示 したように産卵数 は寄主の令期によつて

大 きな差 は生 じなかつたが,2令 か ら羽化 したハ チの

産卵数がやや多かつ た.し か し,こ の原因は2令 の寄

主か ら羽化 したハチの特性ではな く,生 存 日数が恒温

器内の温度の異常 によつて他 の令期か ら羽化 したハチ

より1-3CI長 くなつたためであ ろうと思 われ る.産

卵数 と生存 日数 との間の相 関関係は2令 では他の令期

よりやや低 いが,全 般的には十0.6で あつた.一 方産卵

数 と前翅の長 さとの間の相関関係を見 ると,1令 およ

び成虫は＋-0.6であつたが,2令 および3令 はこれ より

小 さかつた.

試験管内におけるハチの寄主令期選 択性

第1図 に示 したように2つ の異な る令期のカイガラ

ムシを5頭 ずつ入れて産卵 させ た場合,ハ チは令期が

進んだ カイガラムシの方に多 くの卵を産んだ.ま た,

ハチの産卵数 は供試の カイガ ラムシの令期が進んでい

るほど多かつた.例 えば,1令 と2令 を供試 した場合

の産卵数は28.3個 であ り,3令 と成虫 とを供 試 した場

合 は67・1個 であつた.第2表 か ら同一 の令期の カイガ

ラム シのみを10頭 供試 した結果を見 ると,カ イガラム

シ体内に産 みこまれた卵 の数 は令期の進 んだ寄主ほ ど

多 くなつた.例 えば,1令 のカイガ ラムシで は2.4個

であ り,成 虫で は7.1個 であつ た.つ ぎに,第1図 か

ら2つ の異 なる令期の カイガ ラムシを供試 した場合の

寄生率を見 ると,発 育の進んだカイガラムシの方が高

く,そ の差 はカイガラムシの令期の差 との間に正の相

関があ るよ うで あつた.ま た,同 一令期のカイガラム

シのみを供試 した場合の寄生率 は第3表 に示 したよう

に,ユ令では64.0%で あ るが,そ の他の令 期では全て

それ より高 く,86.4-88.0%で あつ た.

大型ガラス筒におけるハ チの寄主令期別産卵数

A実 験:第4表 か らカイガ ラムシ1頭 にハチが産み

こんだ卵数を見 ると,第2表 の試験管を用 いた実験結

果 と同様に カイガラムシの令期が進むほ ど多 くなつた

が,試 験管を用 いた実験における各令期の産卵数 との

間には若干 の相違が見 られた.B実 験:第4表 に示 し

たよ うに,寄 主の令期別に見 たハチの羽化頭数 は寄主

の発育順に多 かつ た.

考 察

クワコナ カイガラヤ ドリバチの産卵数は,ハ チが生

Table 2. Number of eggs deposited by a single parasite in one host 

       scale of different developmental stage.

Note : Each figure is an average of five experiments. 

 Table 3. Parasitism by a single parasite on the host scale of 

        different develomental stage.

Note : Each figure is an average of five experiments,



Table 4. Number of mummies produced per one female parasite, number of eggs 

      laid in one host scale and number of parasites emerged from one mummy.

Note  :  o shows female host scale. N shows nymph of male host scale.

育 して きた寄主 の令期に殆 んど影響 され ることな く約

100個 であ り,そ の産卵数はハチの体の大 きさよりも

む しろ生存 日数 との間にかなり高い相関関係が見 られ

た.そ して,こ のハ チの卵巣 内の成熟卵数 が約100個

で あつ たことか らす ると,ハ チはこのよ うな実験条件

下では大部分 の卵を産みつ くしたと考え られ る.と こ

ろが試験管 でもハチ ミツを与えないハチの産卵数はせ

いぜい30個 で,生 存 日数は大抵3口 以 内で あつた.

この ことは後 に触れ るよ うにガラス筒内にお けるハチ

の産卵数が少 ない ことを 暗示 して い る.最 近,村 上

(1966)は このハチの産卵数および卵巣 内の成熟卵数

を報告 したが,そ の結 果は今回の調査結果 とかな りよ

く一致 している.

Clausen(1956)に よれば,ク ワ コナカイガ ラヤ ドリ

バチは通常寄主の中で5-10頭 生息す るといわれ,ま

た宮原(1963)は このハチは カイガラムシの1令 幼虫

か ら成虫に至 るまで寄生 し,1寄 主 内のハチの頭数は

寄主 の大 きさにより異な り,1-30数 頭であると報告

した.ま た,村 上(1964)も このハ チが1令 のカイガ

ラムシか ら成 虫に至 る全ての令 期に寄生 し,そ の際1

令 の寄主 に寄生 する場合は単寄生で あり,2令 以降で

は発育順に多寄生 の度合が高 くなることを実験的 に明

らか にした.今 回の謝査 でも,1寄 主あたりの卵数お

よび羽化頭数 は寄生時の カイガラムシの令期が大 きい

ほど多 くな る傾 向があつた.そ して,カ イガラムシの

体 内に産み こまれた最高 の卵数 は試験 管を用 いたハチ

の令期別産卵数 の実験における23個 であり,羽化頭数

の最高は大 型ガラス筒を用 いたハチの令期別産卵数の

実験 における27頭 であつたが,こ れ までに明 らかにで

きた最 高は55頭 の成 虫であつ た.な お,村上(1964)は

1令 の寄主で は全て単寄生 にな るというが,試 験管を

用いた実験では最高8卵 が認め られた.し か し,多 数

の個体を供試 した大 型ガラス筒を用いた実験では1令

の寄主 か ら羽化 したハチの頭数は全て1頭 であつた.

り1-27頭 寄生 し,平 均 は11頭 であ るとい うが,こ

の平均値は今 回の調査か ら見 ると,3令 または成 虫の

寄主が多い場合 にしか該 当しないよ うに思われ る.と

ころで,今 回 の調査において,1寄 主 内に産み こまれ

た卵数は1マ ミーか ら羽化 したハチの頭数 と一致 して

いないが,こ れは羽化す る以前に死亡す ることはさて

お き,ハ チが1寄 主 内に産み こむ卵数 は寄主の令期に

より変るのではな く,寄 主の体の大 きさによつて変る

ことがひとつの 要因になつてい る,例 えば,カ イガラ

ム シの成虫の体長は約2mmか ら4mmま で増大す る.

試験管 内におけるハチの寄主 の令期別にみた寄生率

は1令 の寄主 とその他の令期との間では大 きな差が見

られ た.こ のよ うな傾向は多数 の個体を供試 した大型

ガラス筒を用 いた実験で もうかがわれた.し たがつて,

ハ チは体が小 さい1令 の寄}三には産卵 しに くい と思わ

れ る.ま た,こ の大型 ガラス筒 を用いた実験で は寄主

をカボチ ャにつ けたままハチと接触 させたが,カ イガ

ラムシは群 がる習性があ るためにカボチ ャ上で均等に

分敏 しないので,こ の ことも寄生率を低下 させ る原因

となつてい ると考 え られ る.

2つ の異 なる令期の寄主を試験 管に入れてハチを単

位時間放 した場合,ハ チは令期の大 きい方 によ く寄 生

産卵 した.こ の場合,ハ チの産卵数は3令 と成虫 との

組合せのように,体 の大 きい寄 舶の組合せ において多

くなつた.こ のよ うに寄主の令期によるハチの寄生率

および産卵数 の相違の原 因は一般 にはカイガラムシの

体が大 きいほ ど探 し易いであ ろうし,ま たその中 に多

くの卵を産む ことがで きることにあるであろう.

今回の実験は,主 として試験管 内で行なつた.そ れ

故に,得 られた結果をそのまま このハ チの大量生産 に

は応用 で き な い,例 えば,試 験 管内においてハチ ミ

ツを 与えたハチの産卵数の調査はハチの産卵能力を知

る目的で行 なわれ た.と ころが,大 型ガラス筒を用 い

て多数 の個体を供試 した実験 は大量生産を行な う場合

の参考 資料 にす る目的 も含 まれていたために食餌を与ま た,立 川(1963)に よれ ば,こ のハ チ は一 寄 主 あ た



えないよ うな状態で行 なわれ た.し たがつて,実 験 の

方法が異なつ た2つ の実験結果をそのまま比較す るこ

とは無理で あつ たが,ガ ラス筒を用いた実験で はハチ

は産卵能 力を充分発揮 しないで死 亡した と考 え られ

た.大 量生 産においては,ハ チの産卵能力 を充分発揮

させ ることが必要か否かが問題で ある,そ れ はハチの

産卵能力を充分発揮 させ るために食餌を与えて長期間

産卵 させ ることがかえつ て経済的 負担になるのではな

いか と考 え られ るか らであ るが,こ の点は今後 さらに

詳 しく検討す る必要があ る.ま た,寄 主の令期選択性

の実験 結果 か らは,1個 の カボチ ャ上にふ化後24時 間

以内の1令 幼虫を接種すればその カボチ ャ上 のカイガ

ラムシの令期 は極端に変 らないことか ら,カ イガラム

シの生 息密度が大 き く異 な るカボチ ャが幾 つもある中

にハチを多数放 さない限 り,個 々の カボチ ャにおけ る

寄生率や1寄 主あた りの産卵数が大 きく異 なることは

ない と考え られ る.も つとも,こ れはカボチ ャ上にい

るカイガラムシにハチを寄生 させ る場合のことであ る

が,そ れはともか く,大 量生産 においては,ハ チの放

飼時にはできるだけ均一 な令期の寄主を供給す る方が

望 ましい.そ して,こ のことは野外でハチを放飼す る

場合 にも当て はまると考 え られ る,

ま と め

木報では天敵の麗薬 的利用 に関す る基礎的研究の一

環 として クワコナカイガラムシの寄生蜂,ク ワコナカ

イガ ラヤ ドリバチの寄主令 期別産卵数,寄 生率および

寄主令期選択性について調べ た結果を報告 した.

試験管 内でハチ ミツを 一えたハチの産卵数は約100

個 で,そ れが生育 した寄主 の令期に殆んど影響 されな

かつた,と ころが,ハ チ ミツを与えないハ チを大 量に

放飼 した場合の産卵数 はハチ ミツを与 えたものの1/3

-1/4で あつた.ハ チが1寄 主内に産みこむ卵数は寄

主の令期が進むほ ど多 くなつた.試 験管 に2つ の異な

つ た令期の寄主を同数入れ た場合,ハ チは令期の進 ん

だ方によ く寄生産卵 した.こ の ことか ら,ハ チを放飼

す る際には寄主の令期はできるだけ均一 にす ることが

蝸ま しい.ま た,野 外 にハチを放飼す る場合にはこの

ことに注意す る必要がある.
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                                     Summary 

   It is well known that Pseudaphycus malinus Gahan is one of the most beneficial agents among 

the parasites of Pseudococcus comstocki Kuwana. In this paper, the author dealt with mainly the 

reproductive capacity of this parasites and the difference of the number of eggs laid in one indi-

vidual of the host scale in connection with the degree of its development. All experiments were 

made at the temperature of  25°C, 1963-1965. The parasites used in the experiments were younger 

than 24 hours old. 

   In the first experiment, the reproductive capacity of the parasites which were emerged from 

the host scales of different developmental stages was examined. Thirty individuals emerged from 

host scales of different developmental stages were used. Each female parasite was confined to a 

test tube and provided with undiluted honey as food and 10 healthy host scales for oviposition 

every 3 days. After 72 hours exposure to the parasites the host scales were dissected to examine 

the number of eggs laid in one individual of the host scale. Although there was a slight difference 

in the number of parasites in one host scale with the degree of development of the host scale, the 

number of eggs laid by this parasite was about 100 and varied scarcely with the developmental 

stages of the host scales which their parents had attacked. The number of parasite eggs was 

seemed to be related to the longevity of the parasite rather than the body size of the parasite. 

   In the second experiment, each 5 individuals of both 1st and 2nd instar nymphs were exposed 

to one parasite in a test tube. In this case, the number of eggs laid in one host scale was more



abundant in the 2nd instar nymphs than in the 1st instar nymphs. Various combination of other 

instars of host scale showed that the larger the host scales the more the number of eggs laid in 

one individual of the host scale. In another word the maximum number of eggs of the parasite 

was found in the female adult scale. 

   The third experiment was made for the purpose of examining the number of eggs laid in one 

individual of the host scale and the number of the adult parasites emerged from one host scale 

in connection with the degree of development of host scales by using a larger glass cylinder con-

taining one pumpkin harboring 450 individuals of 2nd and 3rd nymphal and female adult host 

scales. The number of female parasite liberated into each cylinder was 150. In the case of the 

1st instar host nymphs, 80 female parasites were liberated against 250 individuals of host scales. 

The result of this experiment was almost the same as that of the second experiment. For example, 

the average number of eggs laid in the 1st, 2nd, 3rd instar nymphs and the female adults was 1. 3, 

1. 9,  12.5 and 16.7 respectively. Further, the experiment showed that most of eggs deposited by 

the parasites were not failed to develop to the adult wasps. The maximum number of parasites 

emerged from one host scale was 27 and the minimum was 1.


